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 * 東大阪市子どもすこやか部子ども子育て室子ども応援課 


















































































































































兵庫県および秋田県の公立中学校 3 校の 976 名(1
年生 333名中男子 158名，女子 173名，不明 2名，2
年生 331名中男子 160名，女子 163名，不明 8名，3
























































































表 1 感動体験による感情の因子構造 
 
項目内容 F1 F2 F3 M SD 
因子 1 「非活動的快」(α=.84) 
4 幸せ .80 .13 -.06 2.99 1.04 
6 安心 .71 -.05 .09 2.76 1.08 
1 あたたかい .71 -.13 .19 2.86 1.07 
2 うれしい .52 .31 -.14 3.10 1.05 
5 満足した .51 .35 -.07 3.05 1.03 
因子 2 「活動的快」(α=.82) 
11 わくわくした -.71 .89 .08 2.80 1.10 
12 楽しい .10 .83 -.16 3.02 1.07 
7 興奮した .07 .56 .21 2.68 1.14 
因子 3 「感銘」(α=.61) 
9 あこがれた .02 .21 .63 2.22 1.16 
8 悲しい .02 -.13 .51 1.76 1.07 
10 熱くなった .07 .39 .45 2.59 1.15 
       
因子間相関 F1 F2 F3   
因子 1「非活動的快」
 
－ .59 .22   
因子 2「活動的快」 .59 － .30   
因子 3「感銘」 .22 .30 －   
 
表 2 感動体験による人間的成長の因子構造 
 
項目内容 F1 F2 F3 M SD 
因子 1 「自立」(α=.94) 




.78 -.04 .13 2.82 1.06 




.68 .11 .12 2.68 1.04 








.53 .09 .21 2.83 1.09 
3 前向きに考えるようになった .50 .25 .16 2.69 1.03 




















.20 .71 -.06 2.60 1.11 




.09 .13 .62 2.70 1.08 
5 より興味がわいた .23 -.06 .58 2.87 1.06 
13 やりたいことが増えた .17 .14 .54 2.76 1.07 
6 今までの考えが変わった .34 .07 .41 2.58 1.04 
       
因子間相関 F1 F2 F3   
因子 1「自立」 － .64 .69   
因子 2「協同」 .64 － .61   
因子 3「創造」 .69 .61 －   
 






















































































































図 3 協力場面の感情と人間的成長への影響 
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表 4 感情因子間相関 
 
 活動的快 非活動的快 感銘 
活動的快 － .72*** .53*** 
非活動的快 .72*** － .70*** 
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